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■当期の概況
　当社グループの連結の業績につきましては、売上高は前期比4.8％
減の13,711百万円となりました。営業利益は同16.3％増の806
百万円、経常利益は同16.7％増の828百万円となり、それぞれ5期
連続の増益となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益
は前期に比べ特別利益の計上が少なかったこと等により同0.6％減
の552百万円となりました。
　鶏卵関連事業におきましては、販売数量は前期比4.9％増の
54,049tとなり6期連続で過去最高となりました。売上高は、販売
数量は増加したものの鶏卵相場が低下したことによる製品販売単価
の低下により、同5.6％減の12,502百万円となりました。セグメ
ント利益につきましては、販売数量が増加したことや鶏卵相場の低
下に伴い原料仕入単価も低下したこと等により同17.5％増の745
百万円となりました。
　調味料関連事業におきましては、取引先の新商品やリニューアル
商品の原料として採用された当社既存製品の販売増等により、前期
比5.4％増の1,234百万円となりました。セグメント利益につきま
しては、組織体制の見直しに伴う人件費の増加及び一時的な費用の
発生等により同0.3％減の47百万円となりました。
　太陽光発電事業におきましては、売上高は前期比1.0％増の25百
万円、セグメント利益は同21.7％増の12百万円となりました。

　株主の皆様方には、ますますのご清祥のこと
とお喜び申し上げます。平素より格別のご高配
を賜り厚く御礼申し上げます。ここに第47期
（2018年4月1日~2019年3月31日）の事業
の概況をご報告させていただきます。

株主の皆様へ

代表取締役社長　藤　井　宗　徳
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（％表示は、対前期増減率）

▶ 1株当たり年間配当金
中間8円、期末9円 17 　　円

▶   親会社株主に帰属 
する当期純利益 552 百万円

0.6 ％減

▶ 経常利益 828 百万円
16.7 ％増

▶ 営業利益 806 百万円
16.3 ％増

▶ 売上高 13,711 百万円
4.8 ％減

▶   販売数量
（鶏卵関連事業） 54,049　 t 　

4.9 ％増

■次期の見通し
　鶏卵関連事業の販売面におきましては、市場の特性にあわせた販売
強化や顧客ニーズを取り込んだ提案を行い、過去最高となった当期の
販売数量を更新すべく努めてまいります。
　購買面におきましては、営業と購買が相互に連携し、販売数量の予
測をもとに最良の原料調達と在庫政策を行うべく努力してまいります。
　製造面におきましては、関東事業部に続き、他事業部への食品安全
マネジメントシステムの導入や最新鋭設備の新設及び既存設備の更
新等を積極的に行い、より安心・安全な製品を供給するべく努力して
まいります。
　調味料関連事業におきましては、顧客ニーズ等の分析を徹底して行
い、既存顧客の新規商品獲得を目指してまいります。 製造面におき
ましては、原料情報の把握と生産効率向上によるコスト削減に努めて
まいります。

　株主の皆様におかれましても、なお一層のご支援を賜りますようお
願い申し上げます。
 2019年6月

■当期実績
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より安心・安全な製品をお届けするために
　お客様の食品安全に対する関心がますます高くなっている中、

当社グループは、お客様に安心・安全な食品をお届けし、安心

して使用、または食していただくことで健やかな社会の実現に

貢献できるように取り組んでおります。

　また、当社グループは食品の安全性を最優先し、研究開発、

生産、販売活動にあたり、職場の6S活動及び安全衛生活動を

通じて、さらに安全で健康的な職場づくりに努め、働く人にや

さしい工場の実現を目指しております。

　2018年6月、当社の主力工場である関東工場では食品安全

マネジメントシステムの国際規格であるFSSC22000の認証

を取得いたしました。

　さらに2019年3月には、グループ会社である日本化工食品

株式会社千葉工場でISO22000及びFSSC22000を認証取

得いたしました。

　これまで以上に食品安全に関する管理のレベルアップを行い、

より安心・安全な製品をお届けできるように努めてまいります。

▲イフジ産業㈱　関東工場 ▲日本化工食品㈱　千葉工場
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液卵とは

液卵の５大メリット

　液卵とは鶏卵を割って中身を取り出したものです。基本的に
は読んで字のごとく液状の形態をしています。
　当社では全国の養鶏場から卵を仕入、お客様の用途に合わせ
て、様々な方法による殺菌や卵黄・卵白の分離等を行っており
ます。

割卵の手間が省け衛生的

作業効率のアップ１
原材料費の不安定さを抑える

経 済 性３

保管及び輸送の効率化、二次汚染防止

作 業 環 境５

製品の均質化が図れる

品質の安定２

凍結すれば長期保存が可能

貯 蔵 性４
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商品ラインナップ

凍結全卵
（殺菌）

凍結20％加糖卵黄
（殺菌）

凍結製菓用卵白
（殺菌）PCW-02

凍結製菓用卵白
（未殺菌）

凍結全卵（殺菌）
凍結20％加糖全卵（殺菌）
凍結20％加糖卵黄（殺菌）
凍結10％加塩卵黄（殺菌）
凍結卵白（殺菌）
凍結卵白（未殺菌）
凍結製菓用卵白（未殺菌）

液 卵

ミニパック凍結卵

液全卵ホール
（未殺菌）

液全卵（殺菌）
液全卵（未殺菌） 液卵黄（殺菌）

液卵白（殺菌）
液卵白（未殺菌）
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凍結
茶わん蒸し
ベース（殺菌）

凍結濃縮
茶わん蒸し
ベース（殺菌）

凍結卵ピロー包装（1kg） 凍結卵ピロー包装（500g）

水煮
ゆで玉子

おでん
味付玉子

凍結卵ピロー包装

ゆで玉子茶わん蒸しベース
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ニーズに応える安定供給

購 

買
流 

通

製 

造

独自の購買体制を構築
需給調整機能
安定買い付け

安定品質を確保
HACCPに準拠した工程管理

最新鋭設備導入

全国配送を実現
全国4工場のネットワーク
で万全の配送体制

本社・福岡事業部

名古屋事業部

関西事業部

日本化工食品㈱千葉工場

グループ会社：日本化工食品㈱
調味料関連事業の柱として、当社とともに成長

三位一体の供給体制

関東事業部
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原料入荷
入荷された原料の品質を管
理するために、卵重・卵白
高・卵黄色の測定を行い、
その後生産管理システムへ
入力します。

冷蔵保管
全国の契約農家から新鮮な卵
を入荷。適温とされる 8℃以
下で保管されます。原料の品
質や用途を考慮して鶏卵の先
入先出を徹底しています。

投入
卵殻に付着している
様々な雑菌を消毒す
るために消毒液の中
に原料卵を投入し、
洗浄します。

殺菌
1時間あたり1,000～
6,000Lの殺菌能力
をもつ連続式殺菌機
を導入。低温殺菌で
卵の品質を落とすこ
となく安全で均一な
液卵が製造できます。

ろ過
割卵作業中に混入
した卵殻の小片な
どは、ろ過器によっ
て除去されます。

貯蔵
殺菌を終えた液卵は、それ
ぞれ所定の貯蔵タンクに貯
蔵。製品が空気に触れない
クローズドシステムと呼ば
れる方式を採用し、菌の混
入を防いでいます。

冷蔵保管
完成した液卵・
凍結卵は、専用
の容器に詰めら
れ、すぐに製品
冷蔵庫へ移され
ます。

出荷
輸送される液卵・凍
結卵は細菌の混入を
防ぐために、厳重な
衛生・温度管理のも
と、お客様へ届けら
れます。

割卵・分離
高速割卵機を導入し、
作業の省略化、迅速化
を実現しています。
また、新型割卵機では
卵黄と卵白を分離する
場合、スキャナにより
自動制御されます。

充填
最新鋭の充填機
によりすばやく正
確に充填計量さ
れ、ヒートシーラ
によって密封され
ます。

液卵の生産工程
■原料入荷から割卵・殺菌、
　　　　　　出荷までの製造工程
変わらぬ志を、
先端技術と最新設備で
カタチにしています。
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決算ハイライト（連結）

45,846

売上高／販売数量

54,049
51,538

売上高（百万円） 販売数量（t）

47,397
49,789

13,130 13,711

第47期

14,478

第44期

14,248

第45期

14,396

第46期第43期

親会社株主に帰属する当期純利益営業利益 経常利益

517

806

第47期

642

第44期

663

第45期

693

第46期第43期

531

828

第47期

665

第44期

681

第45期

710

第46期第43期

388

552

第47期

434

第44期

533

第45期

555

第46期第43期

（百万円）（百万円）（百万円）
（鶏卵関連事業）
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1株当たり当期純利益 1株当たり配当金/配当性向
1株当たり配当金（円） 配当性向（％）

■配当について
　当社グループは、株主の皆様に対する適切な利益
還元を重要な経営課題としており、またシェア及び
収益向上を図るための生産設備、研究開発等への投
資が必要と考えております。
　株主の皆様に対する利益還元策としては、今後の
事業展開等を勘案し、連結ベースで配当性向25～
30％を目安としております。
　2019年3月期の配当につきましては、1株当た
り17円（中間8円、期末9円）としました。
　また、2020年3月期の配当につきましては、
1株当たり18円（中間9円、期末9円）を計画して
おります。

（注）記念配当1円を含む

46.58

66.28

第47期

52.21

第44期

64.04

第45期

66.67

第46期第43期

11

17

第47期

15

第44期

17

（注）

第45期

16

第46期第43期

23.6
28.7 26.5 24.0 25.6

（円）
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連結財務諸表
■連結貸借対照表（要約） 

科　　目
前期末
（2018年
3月31日現在）

当期末
（2019年
3月31日現在）

【資　産　の　部】

流 動 資 産 5,650 5,584

現 金 及 び 預 金 2,228 2,303

受取手形及び売掛金 2,406 2,185

そ の 他 1,016 1,095

固 定 資 産 5,322 5,126

有 形 固 定 資 産 5,134 4,964

無 形 固 定 資 産 15 7

投資その他の資産 172 153

資 産 合 計 10,972 10,710

　 （単位：百万円）

科　　目
前期末
（2018年
3月31日現在）

当期末
（2019年
3月31日現在）

【負　債　の　部】
流 動 負 債 3,099 2,558
固 定 負 債 2,578 2,450
負　 債　 合　 計 5,678 5,008
【純 資 産 の 部】
株 主 資 本 5,226 5,645

資 本 金 455 455
資 本 剰 余 金 366 366
利 益 剰 余 金 4,411 4,829
自 己 株 式 △6 △7

その他の包括利益累計額 67 57
その他有価証券評価差額金 67 57

純 資 産 合 計 5,294 5,702
負債純資産合計 10,972 10,710

（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。

■連結損益計算書（要約） （単位：百万円）

科　　目
前　期

（2017年4月1日〜
2018年3月31日）

当　期
（2018年4月1日〜
2019年3月31日）

売 上 高 14,396 13,711
売 上 原 価 11,993 11,057

売 上 総 利 益 2,402 2,654
販売費及び一般管理費 1,709 1,848

営 業 利 益 693 806
営 業 外 収 益 32 35
営 業 外 費 用 15 12

経 常 利 益 710 828
特 別 利 益 122 14
特 別 損 失 0 14
税金等調整前当期純利益 831 829

法人税、住民税及び事業税 265 296
法人税等調整額 10 △18
親会社株主に帰属する当期純利益 555 552

（注）百万円未満は切り捨てて表示しております。
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商品のご案内 〜一房総味プレミアム和風だし〜

一房総味
プレミアム和風だし

30袋入り
だしパック8g×30袋�
特別価格�3,600円（税込・送料込）

 素材を追求した和風だし
一房総味の和風だしには房州節、千葉県産片口煮干、北海道産道南
産真昆布、日高産みついし昆布、たまり醤油、海塩など国産の厳選
された素材が使用されています。それらの素材は数十種類もある中
から一つ一つを確かめ厳選し、和風だしとして、味香りが一番引き
立つ、これ以上ない組み合わせを求め試行錯誤を繰り返しながら作
り上げました。
最高の素材を選び抜き、その持ち味を十二分に引き出すこと。
その作業の丹念な繰り返しと積み重ねによって、他とは一味もふた
味も違う燻香溢れる味わい深い和風だしが完成しました。

通販サイト
https://www.hitofusasomi.com/
ひとふさそうみ 検索
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株式の状況（2019年3月31日現在）

発行可能株式総数 16,792,000株
発行済株式の総数 8,329,642株 （自己株式15,728株を除く）
株主数 5,912名

所有者別分布状況

■ 個人・その他 6,374 千株 76.4 %

■ 金融機関 1,172 千株 14.0 %

■ その他国内法人 666 千株 8.0 %

■ 外国法人・外国個人 40 千株 0.5 %

■ 証券会社 76 千株 0.9 %

■ 自己名義株式 15 千株 0.2 %

※千株未満は切り捨てて表示しております。

所有者別
株式分布状況

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アクセスコード入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。所要時間は5分程度です。

当社では、株主の皆様の声をお聞かせいただくため、アンケートを
実施いたします。お手数ではございますが、
アンケートへのご協力をお願いいたします。

株主の皆様の声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝（図書カード500円）
を進呈させていただきます

kabu@wjm.jpへ空メールを送信してください。（タイトル、本文は無記入）
アンケート回答用のURLが直ちに自動返信されます。

空メールによりURL自動返信

いいかぶ 検索検索

●アンケートのお問い合わせ 
  「e -株主リサーチ事務局」

TEL： 03-6779-9487（平日 10：00～17：30）
MAIL：info@e-kabunushi.com

●アンケート実施期間は、本書がお 手 元に
到 着してから約 2ヶ月間 です。

https://ｗｗｗ.e-kabunushi.com
アクセスコード　2924

※本アンケートは、株式会社 a2media（エー・ツー・メディア）の提供する「e-株
主リサーチ」サービスにより実施いたします。（株式会社 a2mediaについての詳
細 https://www.a2media.co.jp） ※ご回答内容は統計資料としてのみ使用さ
せていただき、事前の承諾なしにこれ以外の目的に使用することはありません。
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会社概要（2019年3月31日現在）

◆ホームページのご案内
��決算の詳しい情報は当社ホーム

ページでご覧いただけ
ます。またイフジ産業
がわかる動画も配信し
ています。ぜひご覧く
ださい。

▲動画TOP画面http://www.ifuji.co.jp

役 員 取締役創業者会長 藤　井　德　夫
代表取締役社長 藤　井　宗　徳
常 務 取 締 役 池　田　賢次郎
取 締 役 原　　　　　敬
取 締 役 見　島　正　文
取 締 役（ 社 外 ） 川　原　正　孝
取 締 役（ 社 外 ） 山　村　正　幸
常勤監査役（社外） 髙　宮　哲　郎
監 査 役（ 社 外 ） 近　藤　隆　志
監 査 役（ 社 外 ） 酒　井　善　浩

 （2019年6月26日現在）

商 号 イフジ産業株式会社
（英訳名：Ifuji Sangyo Co., Ltd.）

設立年月日 1972年10月3日
資 本 金 4億5,585万円
本社所在地 〒811-2318

福岡県糟屋郡粕屋町戸原東二丁目1番29号
TEL　092-938-4561（代）

従 業 員 数 110名（臨時従業員は除く。）
事 業 部 福岡事業部 福岡県糟屋郡粕屋町戸原東二丁目1番29号

 TEL　092-938-4561
関西事業部 京都府綴喜郡井手町大字井手小字合藪3-1
 TEL　0774-99-4801
名古屋事業部 愛知県安城市二本木新町一丁目8番7号
 TEL　0566-72-1611
関東事業部 茨城県水戸市酒門町4476-17
 TEL　029-248-2311

グループ会社 日本化工食品株式会社
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贈 呈 基 準 毎年9月30日、3月31日現在の株主
様に対し、全国たまご商業協同組合
が発行する「たまごギフト券」を年2
回、以下の基準により贈呈いたします。
株式数100株以上1,000株未満
　一律300円（100円券×３枚）
株式数1,000株以上
　一律1,200円（100円券×12枚）

利 用 方 法 全国の主な百貨店およびスーパー等
で卵の購入の際に利用できます。

有 効 期 限 発行日から5年
取 扱 店 舗 全国の主な百貨店およびスーパー等

（詳しくは同封する書類に記載）

株主ご優待について ●株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
基 準 日

定時株主総会
期 末 配 当
中 間 配 当

毎年3月31日
毎年3月31日
毎年9月30日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵 便 物 送 付 先
（電話照会先）

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120−782−031（フリーダイヤル）
取扱事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全
国各支店で行っております。

公 告 掲 載 方 法 電子公告により当社ホームページ（http://www.
ifuji.co.jp）に掲載いたします。ただし、やむを得な
い事由が生じた時は、日本経済新聞に掲載いたします。

●お知らせ
住所変更、単元未満株式の買取・買増等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社等に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、特別
口座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。
未払配当金の支払について
株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。


